
令和５年度令和５年度
第二回交流会第二回交流会

参加者募集参加者募集

場所 JA豊橋 本店 対象者 豊橋および近隣エリアの農家、JA、農業関係の事業
会社、地域支援機関、等
新しい農業の在り方や、自分たちの抱える農業課題の
解決に興味ある方

・ アグリテック企業による事業紹介プレゼン（6社）
・ 交流会

愛知県豊橋市野依町西川5
※JR豊橋駅より 豊橋鉄道渥美線乗車「植田駅」下車、徒歩20分
※ZoomWebinarでオンライン配信有

内容

申し込み方法 下記 URL または QR コード　を読み取り、応募フォームからお申込み下さい。

https://deloitte.zoom.us/webinar/register/WN_BczdgKYmSaS0CGhfgAmbJg

豊橋市の農業課題解決を目指した、地域の農業関係者とアグリテック企業の共創による
実証開発プロジェクト「TOYOHASHI AGRI MEETUP」。

全国の有望なアグリテック企業を招待し、令和5年度第二回目の交流会を開催します。

参加費無料

現地参加70名 ／ オンライン参加100名定員

申し込み
締め切り

17:00

check

人工知能を使った自動野菜収穫ロボットを開発。アスパラ
ガスを皮切りにトマトを対象とした収穫ロボット。人の作業
をサポートするロボットを展開中

代表取締役
菱木 豊

[登壇者]

農家の脱炭素の取り組みを評価し、カーボンクレジット
の生成＆販売を通じて農家の収益獲得をサポート

取締役COO
高井 佑輔

[登壇者]

事業を譲りたい経営者と、事業を譲り受けたい候補者をマッチ
ングさせる事業承継マッチングプラットフォーム「relay（リレイ）」
を運営

代表取締役
齋藤 隆太

[登壇者]

衛 星データを活用した作物の生育評価システム
「GrowthWatcher」の運営を軸に、衛星画像を用いて農作
物の生育観測を行うことで、生産者の業務効率化に貢献

代表取締役
鈴木 千夏

[登壇者]

代表取締役CEO
阿部 成美

[登壇者]

営農支援システム「アグリノート」を開発・運営。営農情報の
データ化と活用を通じて、生産者が安心・安全・安定のもと、
生産活動により注力できる環境づくり（後継者対策）に貢献

執行役員 事業推進担当
戸川 洋一

[登壇者]

※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です

※

希望者はJR豊橋駅より会場までの
バス送迎あり（16:00出発予定）

▼開催レポート
6月27日(火)に開催された
第一回交流会では、会場・オ
ンライン合わせて180名が参
加。会場が熱気に包まれるなか
9社がプレゼンし、その後活発
な交流が行われました。

第一次産業領域に特化し、農産物の魅力を活かしたブラン
ド開発を支援。生産者が大事に育てた農産物を「ブランディ
ング」という形で支援し、収益向上に貢献

担い手不足（高齢化、労働力不足）、
収益向上に悩まれている方に
オススメ！



問い合わせ先
事務局 : デロイトトーマツベンチャーサポート株式会社
担当　 : 米山・石橋
メール  : toyohashi-agri@tohmatsu.co.jp

問い合わせ先
事務局 : デロイトトーマツベンチャーサポート株式会社
担当　 : 米山・石橋
メール  : toyohashi-agri@tohmatsu.co.jp

主催／豊橋市地域イノベーション推進室  TEL：0532-51-2440主催／豊橋市地域イノベーション推進室  TEL：0532-51-2440

本事業では、地域の農業関係者の課題や協業ニーズを踏まえて、全国の
技術や解決策を持つ農業系スタートアップ企業等と地域農業関係者を
マッチングし、地域の農業課題の解決に取り組みます。

豊橋市では、当地域の農業課題の解決に資する製品・サービス
の開発に向けて、地域の農業関係者とアグリテック企業の共創
による実証開発プロジェクト
「TOYOHASHI AGRI MEETUP」を進めています。

豊橋市の
農業関係者

全国の
アグリテック企業

豊橋市の
農業関係者

マッチングプログラム

6月 8月 10月 12月 2月7月 9月 11月 1月 3月スケジュール
（ 予 定 ）

サポーター企業

スタートアップとの共創ノウハウについて学べる機会の提供
アグリテック企業との交流機会の提供

スタートアップとの実証実験プロジェクトの組成支援

アグリテックコンテスト

実証実験

全国のアグリテック企業から提案を募集
審査を通じて、 入賞企業を決定

賞金総額1,000万円

全国の
アグリテック企業

check

域内の農業課題解決に資する製品・サービス開発に向けた

[ 主催 ] [ 運営 ]

交流会#1

プログラムを３回実施

本格的な実証実験はR6年度以降開始を予定　／　R5年度は次年度に向けた計画策定支援

交流会#2

ファイナルデモデイ

交流会#3

エントリー 審査

今回のイベント
TOYOHASHI AGRI MEETUP#2


